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　本州南岸の南海トラフという海溝に沿って100～150年の間隔でマグニチュード8級の巨大地震が
発生してきた。しかも過去の東南海地震と南海地震は同時ないしわずかの期間に続いて発生した。陸域で
は基盤観測網がすでにできあがっており、さまざまな観測が行われているが、巨大地震の震源となる海底
で、地震を直接に、しかもリアルタイムに観測できるシステムは限られている。文部科学省は平成18年
度から4ヵ年計画で 「地震・津波観測監視システムの構築」を開始し、 Z海洋研究開発機構は、 海
底ネットワークシステムの開発を大学などの研究機関と連携して進めていく。本システムができあがれ
ば、我が国周辺海域における地震観測網が実現し、海溝型巨大地震の調査研究もより一層進展していくこ
とになる。
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　本州南岸の伊豆半島から西方には南海トラフと
いう海溝が伸びている。この海溝に沿っておよそ
100～ 150年の間隔でマグニチュード８級の巨大地
震が発生してきた。しかも過去に東南海地震と南
海地震は同時ないしわずかの期間に続いて発生し
た。安政の大地震（1854 年）では、東南海側の震
源域で最初に破壊が発生し、約 32時間後に南海側
が破壊したと伝えられている。1944 年に発生した
東南海地震の２年後の 1946 年に南海地震が発生し
ている。それからすでに 60年が経過しており、次
の巨大地震に備えて、この地震発生のメカニズム
を理解するためにさまざまな観測が行われている。
さらに地震・津波を観測監視するシステムを構築
する技術開発が始まっている。
　文部科学省は平成 18年度から４ヵ年の計画によ
り「地震・津波観測監視システムの構築」を開始
した。このプロジェクトでは、最初の震源となる
可能性が高い紀伊半島沖に稠密な海底ネットワー
クシステムを構築する。これは、地殻の活動を監
視するため、海底にケーブルネットワークを敷設
して要所に地震計や津波計などの観測装置を配置
し、陸上基地においてリアルタイムの連続観測を
行うものである。海底ネットワークシステムの開
発と整備、及び高精度地震予測モデルの構築をC
海洋研究開発機構が実施する。合わせて同機構は
海底音響GPSシステムの開発を東北大学及び名古
屋大学と、移設可能な次世代インライン型システ
ムの開発を東京大学地震研究所と、さらに海溝型
巨大地震の発生機構の解明をC防災科学技術研究
所と連携して行う。
　既に陸域には 2,000 点ほどの地震観測点による
基盤観測網ができあがり、GPSによる精密な地殻
の変動がリアルタイムに計測されている。しかし、
巨大地震が発生する海底では、地震を直接に、か
つリアルタイムに観測できる場所は限られており、
観測点数は十分とはいい難い状態にある。
　C海洋研究開発機構はこれまで、相模湾初島沖
と高知県室戸沖および北海道釧路沖において、海
底ケーブルを利用する海底地震総合観測システム
を開発・設置し、観測や保守などの技術開発を行
ってきた実績を有する。今回の新たな計画では、
さらにシステムの拡張性や冗長性、あるいは保守
性を考慮してネットワークを構築する。万が一、
ケーブルがどこか一ヶ所で切断してもデータ伝送
を確実に継続できるようにすること、観測機器の
長期信頼性、故障したときの欠測リスクの低減、
保守と故障時の交換作業が安全かつ低コストに実
行できるようにすることなどが実用化にむけた技
術課題である。
　本システムの構築および運用により、我が国周
辺海域における地震観測網が実現していくことに
なる。また、本システムができあがれば、この地
域の微弱な地震の観測や地殻の変動を計測するこ
とにより、海溝型巨大地震の調査研究がより一層
進展し、地震・津波の早期検知も可能となると考
えられる。
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